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会員の購読料は会費に
含んでおります。

　大月市活性化のため、大月短大の学生が観光交流型アグリビジネ
スに関わる事業化を目指している。今年で２年目を迎える「私のお
酒プロジェクト」である。このプロジェクトは、田植えや稲刈りなど
による酒米造り、その米を活用した地酒づくり体験を通して、商品
開発、販売までを約１０か月にわたり行うもの。大月市商工会は、こ
のプロジェクトによる商品戦略や販売戦略の一端を担い、ラベル製
作から商品販売までの過程を専門講師とともに支援している。
　会員企業と商工会だけではなく、大学や地域など様々な分野と
の連携が今後の地域活性化には必要不可欠である。
　　　　　　　　　　　　　　　（詳細記事は１０ページに掲載）

機関紙「商工会やまなし」は、地域で希望を胸に
行動する皆様を応援していきます

企業と農家と学生が繋ぐ「地域振興」
  2ｐ	�第５６回商工会全国大会
　　　 県政功績者表彰

  3ｐ	�知事と商工団体との懇談会
　　　青年部・女性部全国組織化５０周年記念式典

4ｐ	�小規模事業者持続化補助金　募集開始
　　　 農商工連携マッチングフェア開催案内

5〜6ｐ … 各種共済のお知らせ
7ｐ	�一歩夢向こうへ・㈱いちのみやママ工房
8ｐ	�税務署からのマイナンバー取扱い
　　　 ジェトロ山梨（新輸出大国コンソーシアム）

9ｐ	�景況調査／経営なんでも相談室／人のうごき
10ｐ…商工会なう／
　　　しあわせ調査員のクチコミ情報

大月市発
「私のお酒プロジェクト」
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十
一
月
十
七
日
、
第
五
十
六
回
商
工
会
全

国
大
会
が
、
東
京
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
萩
生
田
光
一
内
閣

官
房
副
長
官
、
松
村
祥
史
経
済
産
業
副
大

臣
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
が
出
席
。
地
域

を
支
え
る
商
工
会
の
重
要
性
を
踏
ま
え
た

祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

商
工
会
は
、

中
小
企
業
・

小
規
模
事
業

者
支
援
と
地

域
振
興
と
い

う
両
輪
を
携

え
、
地
方
経

済
の
真
の
活

力
再
生
に
向
け
て
、
次
の
六
項
目
を
大
会

決
議
し
た
。

　

ま
た
、
経
営
改
善
普
及
事
業
の
功
績
者

等
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
本
県
関
係
者
で

は
、
一
団
体
五
十
八
名
が
中
小
企
業
庁
長

官
表
彰
等
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
事
業
推
進

優
良
商
工
会
等
表
彰
に
お
い
て
は
、
北
杜

市
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、
早
川
町
商
工
会
及

び
商
工
会
連
合
会
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
身
延
町
商
工
会
の
「
あ
け
ぼ
の

大
豆
を
核
と
し
た
農
商
工
連
携
に
よ
る
地

域
内
利
益
循
環
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
」
の

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
二
十
一
世
紀
商

工
会
グ
ラ
ン
プ
リ
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

栄
え
の
受
賞
者
の
皆
様

（
敬
称
略
・
順
不
同
、
カ
ッ
コ
内
は
商
工
会
名
）

●
優
良
青
年
部

　

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
青
年
部

●
役
員
功
労
者

長
田　
　

徹
（
南
都
留
中
部
）

小
山
田
一
夫
（
南
都
留
中
部
）

中
澤　

良
夫
（
富
士
川
町
）

●
優
良
職
員

志
村　

公
夫
（
南
都
留
中
部
）

宮
沢　
　

洋
（
甲
斐
市
）

●
役
員
功
労
者

　

萱
沼
國
男
、
荻
原
秀
祥
（
都
留
市
）
河
野

勝
惠
、
山
縣
勉
、
雨
宮
孝
、
廣
瀬
一
哉
、

奥
井
和
也
（
山
梨
市
）
城
田
弘
一
（
大
月

市
）
岩
下
和
彦
、
小
林
久
、
野
田
紳
一
、

西
野
賢
一
、
齋
藤
嗣
樹
、
内
藤
篤
（
韮
崎

市
）
小
林
一
二
三
、
清
水
実
（
南
ア
ル
プ

ス
市
）
中
山
宏
樹
、
三
井
一
公
、
千
野
秀

一
、
佐
野
政
利
、
小
宮
山
ひ
ろ
み
（
北
杜

市
）中
村
己
喜
雄
、若
月
英
子
、清
水
保
、

相
原
忠
次
（
甲
斐
市
）
有
泉
昭
仁
、
泉
重

雄
（
中
央
市
）
遠
藤
武
四
、
三
井
勇
（
市

川
三
郷
町
）
保
坂
雅
美
、
米
山
久
志
、
望

月
敏
彦
、
望
月
千
昭
（
早
川
町
）
中
澤
正

志（
昭
和
町
）鶴
田
長
秀
、宮
下
和
正（
西

桂
町
）高
村
松
枝
、天
野
克
行
、石
倉
一
、

長
田
一
善
、
天
野
勝
郎
、
羽
田
廣
樹
、
小

池
儀
治
（
南
都
留
中
部
）
小
林
利
雄
、
渡

辺
文
美
、
関
野
博
樹
（
河
口
湖
）

●
青
年
部
功
労
者

　

前
島
郁
夫
（
笛
吹
市
）

●
女
性
部
功
労
者

　

島
津
英
子
（
韮
崎
市
）

●
優
良
職
員

　

花
輪
厚
貴
（
商
工
会
連
合
会
）
桑
原
友
彦

（
南
都
留
中
部
）
鶴
田
英
子
（
笛
吹
市
）
古

屋
信
子
（
笛
吹
市
）
寄
特
か
お
り
（
南
ア
ル

プ
ス
市
）

●
事
業
推
進
優
良
商
工
会
等
表
彰

▽
五
十
五
周
年
特
別
枠
部
門

　

北
杜
市
商
工
会

　
（
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
活
用
）

▽
会
員
福
祉
共
済
部
門

　

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会　

（
純
増
割
合
）

　

山
梨
県
商
工
会
連
合
会

（
被
共
済
者
純
増
上
位
県
連
）

▽
商
工
貯
蓄
共
済
部
門

　
　

早
川
町
商
工
会
（
純
増
口
数
割
合
）

　

奨
励
賞　

身
延
町
商
工
会

中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

21
世
紀
商
工
会
グ
ラ
ン
プ
リ

全

国

連

会

長

表

彰

 
～
地
方
経
済
の
真
の
活
力
再
生
を
目
指
し
て
～

第56回
大 会 決 議

●
地
方
経
済
に
波
及
効
果
の
あ
る
経
済

対
策
の
実
施

●
経
済
の
持
続
的
成
長
を
支
え
る
小
規

模
事
業
者
へ
の
支
援
の
大
幅
拡
充

●
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
主
役

の
地
方
創
生
の
実
現

●
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
活
力

に
資
す
る
税
制
・
社
会
保
障
の
実
現

●
東
日
本
大
震
災
、
熊
本
・
大
分
地
震

等
へ
の
対
応

●
商
工
会
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
充
実

　
こ
の
ほ
ど
県
政
功
績
者
が
発
表
さ
れ
、商
工

会
関
係
で
は
個
人
二
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
県
政
功
績  

産
業
】

新 

谷
　
一 

男

（
山

梨

市

商

工

会 

会
長
）

（
山
梨
県
商
工
会
連
合
会 

理
事
）

【
県
政
功
績  

産
業
】

笠 

井
　
　 

章

（
身

延

町

商

工

会 

会
長
）

（
山
梨
県
商
工
会
連
合
会 

監
事
）

県
政
功
績
者
（
敬
称
略
）
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の
最
優
秀
賞
に
は
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
、

渡
嘉
敷
村
商
工
会
女
性
部
の
国
吉
佳
奈
子

さ
ん
が
輝
い
た
。

　

午
後
か
ら
の
第
三
部
は
、
青
年
部

員
増
強
運
動
の
表
彰
に
始
ま
り
、
商
人

（A
K
IN
D
O

）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｐ
Ｒ
と
し
て

十
社
に
よ
る
熱
気
溢
れ
る
プ
レ
ゼ
ン
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
全
国
青
年
部
長
会
議
で
、
全

青
連
事
業
報
告
と
次
期
全
青
連
会
長
予
定

者
が
発
表
さ
れ
、
現
広
島
県
青
連
の
越
智

俊
之
会
長
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

十
月
二
十
四
日
、
ホ
テ
ル
談
露
館
で
、
知

事
と
商
工
団
体
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

た
。
懇
談
会
で
は
、
県
内
商
工
四
団
体
（
商

工
会
連
合
会
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
甲

府
商
工
会
議
所
、
富
士
吉
田
商
工
会
議
所
）

の
代
表
が
後
藤
知
事
に
対
し
、
中
小
・
小

規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る
要
望
書
を
提

出
し
た
。

　

本
会
で
は
、
県
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興
条
例
に
基

づ
く
振
興
計
画
に
つ
い
て
、

そ
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め

の
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け

る
と
と
も
に
、
振
興
計
画
の

検
証
を
行
う
振
興
会
議
の
効

果
的
な
運
営
を
求
め
た
。

　

さ
ら
に
、
経
営
革
新
承
認

企
業
に
対
す
る
補
助
制
度
の
創
設
や
支
援

人
材
の
育
成
な
ど
、
小
規
模
企
業
の
成
長

と
持
続
的
発
展
に
向
け
た
各
種
施
策
、
支

援
体
制
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

　

後
藤
知
事
か
ら
は
、「
市
町
村
や
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
小
規
模
企
業
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
回
答
が

あ
っ
た
。

～
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
全
国
組
織
化
50
周
年
記
念
式
典
及
び

第
18
回
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
全
国
大
会
（
福
島
大
会
）
開
催
～

全
国
の
青
年
部
・
女
性
部
員
が
一
堂
に
集
結

～
中
小
・
小
規
模
企
業
の
成
長
と
持
続
的
発
展
の
た
め
に
～

小
規
模
企
業
施
策
の
充
実
な
ど
を
知
事
へ
要
望

●
県
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
計
画
に
基
づ
く
小
規
模
企
業
施
策
の
充
実
強
化

⑴�

県
と
小
規
模
企
業
の
経
営
者
、
商
工
団
体
と
の
意
見
交
換
、
情
報
共
有
の
機
会
の

確
保

⑵
「
山
梨
県
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
会
議
」
に
よ
る
効
果
的
な
事
業
評
価

⑶�

経
営
革
新
計
画
承
認
企
業
に
対
す
る
新
商
品
開
発
、
販
路
開
拓
な
ど
の
補
助
制

度
の
創
設

⑷
商
工
団
体
職
員
の
中
小
企
業
診
断
士
資
格
取
得
な
ど
人
材
育
成
へ
の
支
援

知
事
へ
の
要
望
（
主
旨
）

知事へ要望する小林県連会長

商工会青年部・女性部
全国組織化５０周年記念式典の様子

　

十
一
月
八
日
・
九
日
、
商
工
会
青
年
部
・

女
性
部
全
国
組
織
化
五
十
周
年
記
念
式
典

及
び
第
十
八
回
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部

全
国
大
会
が
福
島
県
郡
山
市
の
ビ
ッ
グ
パ

レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
に
お
い
て
、
五
二
〇
〇

人
を
超
え
る
参
加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。

　

植
村
全
青
連
会
長
、
末
武
全
女
性
連
会

長
、
石
澤
全
国
連
会
長
の
式
辞
に
続
き
、
安

倍
内
閣
総
理
大
臣
の
祝
電
、
多
く
の
来
賓

か
ら
の
祝
辞
後
、
こ
れ
ま
で
商
工
会
活
動

に
貢
献
の
あ
っ
た
方
々
や
青
年
部
・
女
性

部
に
賞
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　

式
典
後
に
は
、
第
一
部
と
し
て
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
に
よ
る
青
年
部
・
女
性
部
の

主
張
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

二
日
目
の
第
二
部
は
、
三
人
の
プ
レ

ゼ
ン
タ
ー
が
東
日
本
大
震
災
か
ら
五
年

経
っ
た
現
状
報
告
と
、
こ
れ
か
ら
目
指
す

べ
き
姿
を
発
表
す
る
「F

U
K
U
S
H
IM
A
 

V
O
IC
E

」
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
前
日

に
行
わ
れ
た
主
張
発
表
大
会
の
結
果
が
発

表
さ
れ
、
青
年
部
の
最
優
秀
賞
に
は
、
東

北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
、
南
三
陸
商

工
会
青
年
部
の
及
川
善
弥
氏
が
、
女
性
部

知事へ要望書提出



販
路
開
拓
に
５０
万
円
ま
で
支
援

　

小
規
模
事
業
者
（
※
）
が
経
営
計
画
に

基
づ
い
て
実
施
す
る
販
路
開
拓
等
の
取
り

組
み
に
対
し
、
経
費
の
一
部
に
つ
い
て

五
十
万
円
（
補
助
率
三
分
の
二
）
を
上
限

に
補
助
す
る
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補

助
金
」
の
募
集
が
開
始
さ
れ
た
。

　

経
営
計
画
作
成
や
事
業
の
実
施
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
に
あ
た
っ
て
は
商
工
会
の
支

援
、
助
言
が
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
補
助
金

の
活
用
を
き
っ
か
け
に
、
経
営
計
画
と
向

き
合
い
、「
気
づ
き
」
に
よ
っ
て
新
た
な

販
路
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
も
多

い
。

　

補
助
金
申
請
等
、
詳
細
に
関
し
て
は
商

工
会
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
し
く
は
お

早
め
に
最
寄
り
の
商
工
会
へ
。

h
ttp
://w
w
w
.sh
o
k
o
k
a
i-y
a
m
a
n
a
sh
i.

o
r.jp
/

　

商
工
会
連
合
会
・
県
内
商
工
会
は
、
今

年
度
も
「
農
商
工
連
携
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
フ
ェ
ア
は
、
中
小
企
業
者
や
農
林
漁

業
者
等
が
県
内
の
支
援
機
関
や
Ｊ
Ａ
等

と
連
携
し
、
お
互
い
の
経
営
資
源
や
地
域

資
源
を
活
か
し
、
開
発
し
た
商
品
等
の
販

路
開
拓
や
取
り
組
み
の
紹
介
を
中
心
と

し
た
「
展
示
会
」・「
商
談
会
」
で
す
。

　

仕
入
業
者
（
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
）、
商
品

の
買
い
付
け
、
商
談
先
を
探
す
事
業
者
な

ど
、
入
場
は
自
由
で
す
！

　

新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ

ー
と
の
出

会
い
、
商

品
発
掘
の

機
会
と
し

て
、
是
非
、

ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
場
合
は
、
補
助
上
限
額
が

百
万
円
。

①
従
業
員
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
取
り
組

　

み
を
行
う
事
業
者

②
雇
用
を
増
加
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
う

　

事
業
者

③
買
物
弱
者
対
策
の
取
り
組
み

（
※
）
小
規
模
事
業
者
と
は
、
常
時
使
用

す
る
従
業
員
の
数
が
二
十
人
以
下
（
卸
売

業
、
小
売
業
、
宿
泊
業
・
娯
楽
業
を
除
く

サ
ー
ビ
ス
業
に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事

業
と
し
て
営
む
者
に
つ
い
て
は
五
人
以

下
）
の
事
業
者
を
い
う
。

日
時　

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
五
日
（
水
）

　
　
　

午
後
一
時
三
〇
分
～
午
後
五
時

会
場　

甲
府
富
士
屋
ホ
テ
ル

　
　
　

一
階
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル〈
昇
仙
閣
〉

　
　
　

（
甲
府
市
湯
村
三-

二-

三
十
）

入
場　

無
料

出
展
予
定
企
業
数　

六
十
社

問
い
合
せ
先　

最
寄
り
の
商
工
会
ま
で

～
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金 

募
集
開
始
～

平成２８年度

食
品
・
加
工
品
等
の
展
示
・
商
談
会

「
農
商
工
連
携
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
」

開
催
の
ご
案
内
！
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【
販
路
開
拓
等
の
事
例
】

○
販
促
用
チ
ラ
シ
の
作
成
・
配
布
や

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
構
築

○
幅
広
い
年
代
の
顧
客
層
を
獲
得
す

　

る
た
め
の
店
舗
改
装

○
新
た
な
顧
客
を
求
め
、
国
内
外
の
見

　

本
市
へ
の
出
展

○
新
た
な
市
場
を
狙
っ
た
商
品
パ
ッ

　

ケ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

募
集
締
め
切
り

平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
七
日（
金
）

（
当
日
消
印
有
効
）

昨年度開催の様子
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純
白
に
近
い
美
し
い
色
彩
。
白
桃
本
来
の

自
然
な
色
合
い
が
氷
と
混
ざ
り
合
い
、
カ
ッ

プ
の
中
で
輝
き
を
放
つ
。

　

笛
吹
市
一
宮
町
に
会
社
を
構
え
る
株
式
会

社
い
ち
の
み
や
マ
マ
工
房
。
こ
の
秋
、
自

社
の
看
板
商
品
で
あ
る 

「
白
桃
シ
ロ
ッ
プ
漬

け
」
を
活
用
し
た
『
桃
ス
ム
ー
ジ
ー
』
を
開

発
し
た
。

―
『
桃
ス
ム
ー
ジ
ー
』
を
開
発
し
た
き
っ
か

け
を
教
え
て
下
さ
い
―

　

元
々
、
自
社
商
品
の
「
白
桃
シ
ロ
ッ
プ
漬

け
」
を
数
多
く
の
物
産
展
で
販
売
し
て
い
た

の
で
す
が
、
瓶
詰
な
ど
の
重
い
商
品
は
持
ち

運
び
に
不
便
な
こ
と
か
ら
、
購
入
さ
れ
に
く

い
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
、「
軽

さ
」
と
「
そ
の
場
で
口
に
で
き
る
も
の
」
に

焦
点
を
当
て
、
新
商
品
の
開
発
に
動
き
出
し

ま
し
た
。
自
社
で
取
り
扱
う
果
物
を
活
か
し

た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
女
性
か
ら
の

人
気
が
高
い
〝
ス
ム
ー
ジ
ー
〟
が
ベ
ス
ト
で

は
な
い
か
と
い
う
結
論
に
辿
り
着
い
た
の
で

す
。

―
商
品
の
特
徴
は
な
ん
で
す
か
―

　

白
桃
シ
ロ
ッ
プ
漬
け
と
氷
の
み
で
作
り
上

げ
る
非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
、
余
計

な
香
料
や
甘
味
料
等
は
一
切
使
用
し
な
い
こ

と
か
ら
、
白
桃
本
来
の
香
り
や
甘
み
を
ス
ト

レ
ー
ト
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
つ

こ
い
甘
さ
も
な
く
、
ま
た
ス
ト
ロ
ー
も
特
殊

な
太
い
も
の
を
採
用
す
る
な
ど
、
年
齢
を
問

わ
ず
に
飲
み
や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
、
工

夫
し
ま
し
た
。

―
今
後
の
展
開
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
―

　

製
造
面
に
お
い
て
は
、
シ
ロ
ッ
プ
漬
け
の

原
材
料
に
使
用
し
て
い
る
砂
糖
を
血
糖
値
が

気
に
な
る
方
に
も
安
心
し
て
飲
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
、
天
然
由
来
の
甘
味
料
に
変
更
す
る

方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

販
売
面
で
は
、
催
事
に
限
ら
ず
、
実
家
で

あ
る
「
レ
ス
ト
ラ
ン
カ
ウ
ボ
ー
イ
」
に
ブ
レ

ン
ダ
ー
を
設
置
し
、
店
頭
で
販
売
で
き
る
体

制
を
整
え
る
ほ
か
、
出
来
上
が
っ
た
ス
ム
ー

ジ
ー
を
パ
ッ
ク
詰
め
に
し
、
冷
凍
で
販
売
す

る
方
法
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

―
取
材
を
終
え
て
―
　

　

実
際
に
試
飲
し
た
が
、飲
ん
だ
瞬
間
に「
桃

だ
！
」
と
わ
か
る
ほ
ど
、
白
桃
の
自
然
な
優

し
い
香
り
と
甘
み
に
包
ま
れ
る
贅
沢
な
逸
品

で
あ
っ
た
。

　

全
国
屈
指
の
品
質
を
誇
る
山
梨
の
桃
。
収

穫
時
期
や
保
存
期
間
が
限
定
さ
れ
る
だ
け

に
、
ス
ム
ー
ジ
ー
と
し
て
本
来
の
自
然
な
お

い
し
さ
が
季
節
を
問
わ
ず
全
国
に
広
く
行
き

渡
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

株式会社いちのみやママ工房
■住    所：〒405-0077
　　　　　　笛吹市一宮町坪井 160-2 
■ TEL：0553-47-1651
■ FAX：0553-47-1651   
■ HP：http://www14.plala.or.jp/      
          mamakobo
■ FB：https://www.facebook.com/
           ichinomiyamamakoubou/

山
梨
の
桃
を
も
っ
と
手
軽
に
！

　
　
　
　
　
～『
桃
ス
ム
ー
ジ
ー
』
を
新
開
発
〜

株
式
会
社 

い
ち
の
み
や
マ
マ
工
房

代
表
取
締
役 

山
下  

亜
希
洋
さ
ん

（
笛
吹
市
商
工
会
）

元家電量販店店長の３人（左から、櫻井康昌さん、横田勝秋さん、石塚直さん）

あ
じ
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　平成 28年分から所得税及び復興特別所得税・消費税及び地方消費税・贈与税の申告書には、
「マイナンバー（個人番号）の記載」と「本人確認書類の提示または写しの添付」が必要です。

　「初めての輸出、何から手をつければいいのか分からない」「きちんと計画を立てて海外展開に取り組みたい」
「展示会や商談会に向けて、一度専門家に相談したい」
　ぜひ、新輸出大国コンソーシアムをご活用ください！

マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。
ご自宅等から e-Tax で送信すれば、本人確認書類の提示または写しの提出が不要です。

本 人 確 認 書 類

★ マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方は

　「新輸出大国コンソーシアム」とは、TPP 合意を契機に政府系機関、地域の金融機関や商工会・商工会議所など国
内各地域の企業支援機関が幅広く結集し、海外展開を図る中堅・中小企業等に対して総合的な支援を行います。そ
の中で、ジェトロでは専門家による個別支援サービスを中心とした支援スキームで、中堅・中小企業様の海外展開
をサポートします。

◇ジェトロの支援メニュー◇
　・「新輸出大国コンシェルジュ」によるサービスのご案内
　　�各県に配置されている専門家（コンシェルジュ）が担当窓口となり、中堅・中小企業様のご相談に応じた支援サー

ビスをご提案します。山梨では、ジェトロ山梨事務所にコンシェルジュが配置されています。
　・「新輸出大国パートナー」による個別支援
　　�戦略策定から事業計画作成、計画実行まで専門家（パートナー）が一貫した支援を行います。定期的な面談を通

じて、企業様の計画に沿ってサポートをします。
　・「新輸出大国エキスパート」による個別支援
　　�海外展開の段階に応じて、各国・地域事情、実務に精通した専門家（エキスパート）が、スポット的に支援を行い

ます。また、産業毎の専門家による支援もご案内できます。
　ジェトロではコンソーシアム以外にも、様々なサービスをご提供しています。
　まずはお気軽にお問い合わせください。

《お問い合わせ先》 	日本貿易振興機構（ジェトロ）山梨貿易情報センター
	 住 所：〒４００-００５５　山梨県甲府市大津町２１９２-８　アイメッセ山梨４階
	 ＴＥＬ：０５５-２２０-２３２４　ＦＡＸ：０５５-２４４-１２３１　ｅ-ｍａｉｌ：ｙｍｎ@ｊｅｔｒｏ.ｇｏ.ｊｐ

★ マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちでない方は

甲府税務署からのお知らせ
申告書にはマイナンバーの記載が必要です！

番 号 確 認 書 類
《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》

●通知カード
●住民票の写し又は住民票記載事項証明書
 （マイナンバーの記載があるものに限ります。）
                                    などのうちいずれか１つ

身 元 確 認 書 類
《記載したマイナンバーの持ち主であることを確認できる書類》

 ●運転免許証　●公的医療保険の被保険者証
 ●パスポ－ト　●身体障害者手帳
 ●在留カード　        
                                    などのうちいずれか１つ

+

国税に関するマイナンバー制度の最新情報は、国税庁ＨＰで確認できます。ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｎｔａ.ｇｏ.ｊｐ/ｍｙｎｕｍｂｅｒｉｎｆｏ/ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍ
お問い合わせ先 　甲府税務署 〒 400-8584　甲府市丸の内１- １-18 甲府合同庁舎 TEL 055-254-6105（代表）（自動音声でご案内しています。）

海外展開をお考えの事業者様へ ～ジェトロ山梨からのご案内～

『経営改善』に要する費用を補助します
○国では、金融支援を必要とする中小企業者が、認定支援機関の助けを得て経
営改善計画を策定する場合に、費用の3分の2を支援しています。

※認定支援機関：金融機関・公認会計士・税理士・中小企業診断士等の専門家
○当協会においても、事業者負担額の内、2分の1の費用補助を行います。

●補助限度額　　最大50万円 
●対象中小企業者
・利用申請時点で、当協会の信用保証利用がある方。
・認定支援機関による経営改善策定支援事業を利用し、自ら経営改善を図ろ
うとする方。

●取扱例：経営改善費用300万の場合
　　国：200万円　保証協会：50万円(限度額)　事業者負担額：50万円

※その他、詳細についてはお問い合わせください。

本　　　　店 甲府市飯田２-２-１（山梨県中小企業会館）
 TEL 055-235-9700　FAX 055-232-0160
 フリーダイヤル　0120-970-260
 URL：http://cgc-yamanashi.or.jp
 E-mail：shinpo-yamanashi@rondo.ocn.ne.jp
富士吉田支店 富士吉田市下吉田2-31-14
 TEL 0555-22-0992　FAX 0555-22-0921

無料金融・経営相談について
○当協会では、中小企業診断士・経営アドバイザーによる無料相
談窓口を実施しております。経営改善・設備投資計画・新規開
業などの経営に関するお悩みをお気軽にご相談ください。
※要予約(フリーダイヤル)

●相談日　[夜間窓口]　毎月第1・第3木曜日　午後7時まで
　　　　　[土曜窓口]　奇数月の第2土曜日　午前10時～午後5時
●場　　所　本店：甲府市飯田2-2-1 中小企業会館1階
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経営・資金繰りなどで
お困りの事はございませんか？
○消費税・税務に関する相談
　【専門相談員】税理士
○法律、経営に関する相談
　【専門相談員】弁護士、中小企業診断士
○知的財産に関する相談
　【専門相談員】知的財産アドバイザー
○時　間
　午後１時３０分〜午後４時

今後の開催予定

開　催　日 会　　　場

平成２９年

　１月１９日（木） 身延町商工会

　３月１６日（木） 河口湖商工会

※お申し込みはお近くの商工会へ

「経営なんでも相談室」 開設の

お知らせ

人のうごき

【退職】　《１０月２５日付》

　南アルプス市商工会 　鎌田 あゆみ（記帳専任職員）

中小企業景況調査

製造業

建設業

小売業

サービス業

上 昇

表示
好　調 やや好調 普　通 やや不振 不　振

-36.1-40.6 -48.7

20.0～ 0.0～19.9 -0.1～-19.9 -20.0～-39.9 -40.0～Ｄ Ｉ

この調査は、県内１９商工会地域の製造業、建設業、小売

業、サービス業の４業種１６５社を対象に、売上額や資金繰

りなど前年同期や前期と比較しての状況や直面している経営

上の問題点など会員事業所の景気動向を把握するために四半

期ごとに調査し、集計値をＤＩ(※)で表している。

＝ 平成２8年７月～９月期 ＝
○製造業の売上額ＤＩは、前期マイナス32.5からマイナス
40.6に下降した。

○建設業の完成工事額ＤＩは、前期マイナス4.0から8.0に上
昇した。

○小売業の売上額ＤＩは、前期マイナス42.0からマイナス
54.0に下降した。

○サービス業の売上額ＤＩは、前期マイナス37.8からマイナ
ス26.4に上昇した。

《主な経営上の問題点》
需要の停滞（46.9％）、生産設備の不足・老朽化（18.7％）、製品（加
工）単価の低下・上昇難（12.5％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

-32.0 -54.0 -52.0
《主な経営上の問題点》
需要の停滞（34.8％）、大型店・中型店の進出による競争の激化
（17.4％）、消費者ニーズの変化（15.2％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

0.08.0 -20.9
《主な経営上の問題点》
人件費の増加、官公需要の停滞（16.7％）、大企業の進出による競争の激化、請負単価の
低下・上昇難、従業員の確保難、熟練技術者の確保難（12.5％）、民間需要の停滞（8.3％）

（※）ＤＩとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目につ
いて「増加」・「好転」したなどとする企業割合から「減少」・「悪化」したなどとする
企業割合を差し引いた値のこと。

《完成工事額》 《採　算》 《資金繰り》

-26.4 -33.9 -25.5
《主な経営上の問題点》
需要の停滞（25.0％）、大企業の進出による競争の激化、材料等
仕入単価の上昇（16.7％）、利用者ニーズの変化（12.5％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

下 降 下 降下 降

下 降

下 降

下 降 下 降

上 昇

上 昇 上 昇上 昇

豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

人材の紹介、従業員の方々の
新しい職場を紹介・あっせんします

インターネットで最新の人材情報をどうぞ http:/ /www.sangyokoyo.or.jp/

甲府市丸の内２-１４-１３ ダイタビル２Ｆ

豊富な
人材情報

全国ネットで
サービスを提供

きめ細かな
サービス

経営者の皆様

山 梨 支 店 法 人 支 社
〒400-0858　山梨県甲府市相生1-4-23

電話：０５５－２３３－７８３７
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　大月市商工会は、日本酒をテーマに地域や世代間の

交流を図る大月短期大学の佐藤茂幸教授と学生たち

による『私のお酒プロジェクト』の支援を行っている。

　このプロジェクトは今年で２回目を迎え、学生が酒

米・日本酒造り体験プログラムを企画し、ＳＮＳ等で

プロジェクトへの参加を呼びかけている。

　日本酒の原料となる酒米は、山梨県ブランドの認定

を受けた「夢山水」と平成２６年から栽培を始めた酒

米の王様「山田錦」で、大月市内の老舗酒蔵・笹一酒

造と地元農家が共同で生産している。６月の「田植え

体験」、１０月の「稲刈り体験」で収穫した米を使い、

１１月の「酒造り体験」を経て、日本酒を醸造。１２月

には商品化に向けた「ラベル製作」を行う。

　大月市商工

会は、日本酒

のラベルを製

作する際、専

門講師による

アイデア出し

や デ ザ イ ン

加工 の 支 援、

マーケティン

グ活動における指導・助言を行い、商品戦略や販売戦

略部門の一端を担っている。この取り組みは、生きた

マーケティングによる「学業振興」だけでなく、「農業

振興」「観光振興」など様々な分野にも波及している。

　醸造した日本酒は、大月短期大学の略称として使わ

れている「つきたん」を商品名とした。キレのある辛口

タイプですっきりとした口当たり、お米のほのかな甘

みとフルーティさを感じることができる。学生の努力

と農家の方々や杜氏らの大月市に対する熱い思い【一

生懸命】が込められた、まさに「Ｍａｄｅ ｉｎ ＯＴＳ

ＵＫＩ」の逸品である。

　１月には市内小売店でお披露目する予定となって

いる。是非、「つきたん」をご賞味ください。

　南アルプス市にある「ＨＡＩＲ'Ｓ ＰＥＡＣＨ」

さんは、美容師歴３０年のオーナーが２５年

前から経営しているお店です。

　白を基調にした明るい店内、広々とした空間の中での

ヘアカットはリラックスできると評判です。店内はバリ

アフリー化されていて、３歳から８０歳までの幅広い顧

客層があり、家族揃って通うことができます。

　また、エステルームも完備されており、リラックス感

満点のフェイシャルスキンケアを行っているほか、気功

マッサージを取り入れたヘッドスパ等メニューも豊富

で、季節にあわせ

た流行のエッセ

ンスを提案して

います。

　毎日を楽しい

気分で過ごすには、ヘアスタイルはとっても

大切ですよね。スタイルをデザインする上

でお客様とのコミュニケーションを大切に

考えているそうです。モットーは「提案しま

すが押しつけません」。最高のおもてなしが

できる明るく元気なスタッフが皆様の「キレイ＝幸せ」

を引き出してくれ

ること間違いなし

です。ＨＡＩＲ'Ｓ Ｐ

ＥＡＣＨで楽しい

ひとときをお過ご

し下さい。

（調査員：ＮＨ）

大月市商工会

学生による日本酒造り
「連携」がもたらす地域活性化！

クチコミ情報

ＨＡＩＲ'Ｓ  ＰＥＡＣＨ
住　　所：〒４００-０２２２　南アルプス市飯野３６８２- ５
Ｔ Ｅ Ｌ：０５５−２８４−６６４６
Ｕ Ｒ Ｌ：ｈｔｔｐ:// ｗｗｗ .ｐｅａｃｈｓｔｙｌｅ.ｃｏｍ /
営業時間： １０:００〜１９:００
定 休 日：毎週火曜日、第１・第３月曜日

しあわせ
調査員の

「つきたん」完成間近

87NoNo 87

商品化に向け議論する学生


